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	応用
	抗原情報
	背景
	プロキネティシン受容体1 (PROKR1) Homo sapiens この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質はプロキネティシン (1および2) に結合し、MAPKおよびSTATシグナル伝達経路の活性化を引き起こします。プロキネティシンは、血管新生と炎症に関与するタンパク質リガンドです。コードされているタンパク質は、循環器系、肺、生殖器系、内分泌系、消化器系などの末梢組織で発現しています。このタンパク質は、原始卵胞形成の開始時にヒト胎児卵巣でのシグナル伝達に関与している可能性があります。この遺伝子の配列バリアントは、反復流産に関連している可能性があります。[RefSeq提供、2016年8月]、機能：プロキネティシン1の受容体。ヘテロ多様Gタンパク質のG(q)サブクラスにのみ結合します。活性化により、カルシウムの動員、ホスホイノシチド代謝の刺激、p44/p42ミトゲン活性化プロテインキナーゼの活性化が引き起こされます。,類似性:Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,組織特異性:胃、小腸全体、結腸、直腸、甲状腺、下垂体、唾液腺、副腎、精巣、卵巣、脳、脾臓、前立腺、膵臓で発現します。,
	研究分野
	タンパク質リン酸化、Ser/Thrキナーゼ、PKA、シグナル伝達、セカンドメッセンジャー、ヌクレオチドメッセンジャー、cAMP、がん、がん代謝、代謝シグナル伝達経路、エネルギー代謝の統合、代謝、経路とプロセス、代謝シグナル伝達経路、エネルギー伝達経路、エネルギーの統合
	画像データ
	

	PKR1抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PKR1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	PKR1ポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

